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1.は じめ に

Erikson,EH.(1959)')に よれ ば 、青 年 期 は、 自我 同一 性 の確 立 され る時期 で あ る と定 義

づ け られて い る。乳 ・幼 児期 か ら児童 期 まで の間 に、 人 間 は周 囲 の 人 々 と様 々な感情 的関

係 を経 験 し、そ の関係 の中 で、成 長 、発 達 に とって大切 な事 柄 を学 び取 って い る。

と ころが 、青年 期 に な る と、 自分 自身へ の反省 的 な意 識 が 向 け られ る様 にな る。 自分 自

身 に 目が 向 け られて み る と、 い ろい ろ な人 か ら影 響 され た多様 な特 性 が あ り、 どれ が本 当

の 自分 自身 なの か混乱 す る。 青年 は、児童 期 まで に確 立 した人格 を試行 錯 誤 を繰 り返 しな

が ら再構 成 す る。 そ して再 構 成 され た 自己 を 「同一性 」 と呼 んだ。 この様 な同一性 の確 立

は、 自分 自身 が 「男 であ る こ と」 また 「女 で あ る こ と」 の認 識 、充 実感 、価 値 観 な どをそ

の構 成 要素 と し包含 して お り、性役 割 の形 成 や生 活感 情 もその 中心 的課 題 の一 つ で あ る と

言 える。

2.青 年 期 の 性 役 割 形 成 につ い て

Bem,S,(1974)2)は 、 人 間 に は両性 性 的 存 在 す な わ ち男 性 性 と女 性 性 との 両 方 を あ わせ

持 って お り、状 況 に応 じて男性 的 で あ った り女 性 的 であ った りす る こ とが で きる場 合 が あ

る こ と、 また強 く性 別化 して い る人 間 は、状況 に対 応 して取 りうる行動 の範 囲 が 限 られ て

い る とい う2つ の仮説 を たて た。 この仮 説 を もとに作 成 され たの が 、BemSex-RoleInven-

tory(BSRI)で あ る。BSRIを 使 用tて 調 査 を行 った結 果 か ら、 人 間 はそ の 性 役 割 同一 性 の

獲得 の レベ ル に よ り4タ イ プに分類 す るこ とが で きる。4タ イプ とは 、未 分化(無 性性)

:Undifferentiated、 女性性:Feminine、 男性 性:Masculine、 両性 性:Androgynousで あ り、

発 達 的位 層 をなす もの と考 え られ る。

芳 田(1989)3)は 、Bem,S.が 開 発 したBSRIを 使用 して 、青 年 期 の性 役 割形 成 につ い て調べ

た。 そ の 中で 、 性 役 割 同 一 性 の形 成 に お い て 従 来 まで の研 究 で 言 わ れ て きた、 無 性 性

(Undifferentiated)か ら女 性 性(Feminine)一 男 性 性(Masculine)一 両 性 性(Androgynous)と

い う発達 過 程 を た どる とい う仮 説 は、必 ず しも男女 に等 しく当 て はめ て言 うこ とは 出来ず 、
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む しろ、無性性的性役割同一性(未 分化 な性役割同一性)か ら同性性的性役割同一性(男

子で は、男性性的性役割同一性 、女子では、女性性 的性役割同一性)が まず習得 され、そ

の上に異性性 的性役割同一性(男 子 においては、女性性的性役割 同一性、女子 においては、

男性性的性役割同 一性)が 包含 され、最後に両性性的性役割同一性 として統合 されるので

はないか と結論づけた。

3.青 年期 の生 活感情 につい て

青年期 は、自分 自身の同…性感 を感 じ始める時期である。人がユニークな存在であ り、

社 会の中で何 か意味ある役割 を進んで果た したい という感覚にほかな らない。Ehksonに

よれば、 自我の感覚 とは、内的不変性 と連続性 とに合致す る経験か ら生 まれた自信 のこと

である と考 え、 この時期 を迎えた入は、個人固有 の特徴、予想 された将来の 目標、 自分 自

身の運命 を統制する力に気づ き、現在の 自分が何であるか、将来何であ りたいか を決めた

いと思 うようになる。すなわち、 自尊感情 の現れである。

遠藤(1981)"は 、 自尊感情 とは、社会 とのかかわ りの中での特定の役割、価値観の達成

を通 して獲得 される自己価値についての確信である自我 同一性感か ら確証 された自己評価

である と定義づ け、 さらに心理的現象 としての 自尊感情 は、人間の社会的行動、例 えば、

他者の表出に対す る反応 、社 会参加 を規定す る重要 な要因 と考 えた。Rosenberg,M.5}は 、

セルフ ・イメージの中枢 的概念 として 自尊感情に注 目 した。彼 は、自尊感情 を1つ の特別

な対 象、即 ち 自己に対する肯定的あ るいは、否定的態度である と定義 した。 しか し、 自尊

感情には、全 く異な った意味が存在す る。一つ は、自分 を「非常によい(Verygood)」 と考

える場 合であ り、 もう一つ は、自分 を「これで よい(Goodenough)」 と考 える場合である。

この ように、 自分 自身を多 くの他の人 よりも優れている と考えることも可能であ り、 自分

自身に対 して設けているある基準 に照合 して不適切であると感ず るこ とも可能である。

逆に、自分 を平均的人間である と考 えている人が、観察 している自己にまった く満足 し

てい ることもある。この ような感情 を自尊感情 と呼 んでいる。

五味(1981)6〕は、青年期 に支配的な感情 は、不安感 や孤独 感 と共 に青年期特有の感傷性

である。青年期感傷性 ともいえるこの傾向 こそ、青年の 自我同一性 と青年 の全生活空間を

反映 した基底気分 とい うべ きものであ り、根源的感受性 に由来 した最 も青年的な生活感情

であるとしている。

西平(ユ979)7〕は、生活感情、特 に充実感の問題 に関連 して、現代 日本青年の心理的特質

を考察 し、心情モデル(図 ユ)を 提出 した。このモデルについて西平 は、青年が信頼 ・自

立 ・連帯 を育て、アイデ ンテ ィティ統合 をめ ざして生 きる場合、生活気分は、感動 ・希望 ・

愛情 によって活性化 され、充実感 ・生 きがい感 によって彩 られる。一方、不信 ・甘え ・孤

立 によ りアイデ ンテ ィテ ィが拡散 した り、否定的アイデ ンテ ィティに固執す る場合、不満 ・

熱狂 ・失望 ・憎悪 によって生活気分 は、「しらけ」た ものになると述べている。
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図1現 代日本青年の心情モデル(西 平,1979)

西平(1973)8)は 、青年期 の充実感 を、その健康な 自我 同一性 の実感である と指摘 した。

また、大野(1984)9)は 、青年の充実感が、その青年の 自我 同一性の様相 を反映する もので

あるとす ると、 自我の確立、自我同一性の確立の時期 であ る青年期 の心理 の一側面 を理解

す る上で、青年の充実感 を研究す ることは、非常 に興味深いことであるとしている。

従来、生 きがい感が充実感 と類似 した概念 として、青年心理学の領域 で取 り扱われて き

た。その中で も特 に、青年が、健康な自我 同一性 を統合 してい く過程で感 じられる自己肯

定的な感情 を充実感 と呼んでいる(大 野1984)1°)。

青年期の人格形成を理解 してい く上で、Erikson,E.H.の 自我同一性 とい う概念が、青年

の心理 を理解する鍵概念であ り、自我 同一性 にかかわる性役割、自尊感情、充実感は、人

格形成 をとらえるための主要概念である。その 自我同一性 と自尊感情 ・充実感 に関連があ

ることは、既 に指摘 されている。

現代 とい う時代の中で、青年が 自己を確立 しようとす る時、 どの ような生活感情 をもっ

てい るのであろうか。本研究では、現代青 年が どのように感 じ、 またいかに生 きてい るか

とい うことを理解す るために、前号で発表 した 「青年期 の性役割形成 につ いての研究」の

結果 を踏 まえて青年期 の性役割形成 と生活感情 との関連 から、青年期の人格形成 について

検討することを目的 に行 った。
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4。 方 法

α).調 査 対象

被験 者 は、大 阪府 下 にあ るO学 院 大学 大学 生 、男 子162名 、女 子120名 、合 計282名 で あ っ

た(表]),,学 部 ・学 科 は 、特 定 しな か った。 また 、学 年 につ いて も1回 生 か ら4回 生 ま

で に渡 ってい た。

表1被 験者数及び有効DATA数

! 被 験 者 有効DATA

男 162 157

女 、 120 114

計 282 271

(2).調 査用 紙

前 記 の 目的 を解 明 す るた め に、Bem,S.のBSRI及 び 自尊感 情 尺 度 、 充実 感 尺 度 を使用 し

て資 料 を収 集 した。

① 自尊 感情 尺度(SelfEsteemscale)

遠 藤 らが 、Janis,1.L.ら の 質 問紙 を も とに作 成 した4因 子23項 目か ら構 成 され て い る も

の をその ま ま使 用 した。

23項 目全 て につ いて 、 「非 常 に しば しば思 う」(5点)、 「か な りしば しば思 う」(4点)、

「と きど き思 う」(3点) 、「た まに思 う」(2点)、 「ほ とん ど思 わ ない」(1点)ま での5段

階評 定 尺度 法 で 、現 在 の 自分 の気 持 ち を 自己記述 させ た。

個 人 の 自尊 感情 は、肯定 的項 目の総和 と、否 定 的項 目を逆 点加 算 した総 和 の合 計 点 に よっ

て 表示 され る。

② 充 実 感尺 度(Fulfill齪nt-sentimentscale)

充 実 感 尺度 は、前 述 した よ うに大野 が 、現 代青 年 の充 実 感 を測定 す るため に作 成 した尺

度53項 目か ら、 本研 究 の 目的 に照 合 した32項 目を抽 出 し使用 した。 抽 出 の基準 と して は、

4因 子 にお いて 因子 負荷 量 の高 か った もの32項 目を抽 出 した。

各 項 目につ い て 、「今 の 自分 に非常 にあ て は まる」(5点)、 「今 の 自分 にやや あ て は まる」

(4点)、 「ど ち ら と もい えな い」(3点)、 「今 の 自分 にあ ま りあ て は ま らな い」(2点)、

「今 の 自分 に全 くあて は ま らない」(ユ 点)の5段 階評 定 尺度 法 で現在 の 自分 の気持 ち を自

己記 述 させ た。個 人の 充実感 の程 度 は、肯 定 的項 目の総和 お よび否 定 的項 目を逆点 加 算 し

た総 和 の 合計 点 で表 され る。

(3).調 査 実 施方 法

調 査 の実 施 方法 は、集 団一 斉 法 で行 った。実 際 には、 筆者 自身が教 示 者 とな り講 義時 間

を利 用 し、一斉 に被 験者 に調査 用 紙 を配付 し、所要 時 間20分 ～25分 で 回 答 させ 、回収 した。
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(4).調 査 時期

調 査 時期 は、1987年7月 、10月 で あ った。

(5).資 料 の整 理

回収 した資料 の 中 か ら、各項 目に完 全 に 回答 した もの の み を資 料 と して採 用 した。 除外

した もの は、 明 らか に不 真 面 目な態 度 で 回答 した と思 われ る もの、 回答 で項 目に脱 落 の あ

る もの な どで あ る。その結 果 、有効 デ ー タ数 は、男 子157名 、女子114名 、合 計271名 で あ っ

た(表1)。

5.結 果

(1).自 尊感 情 につ い て

① 男子 につ いて

表2男 子の自尊感情の結果

Ma丑e

N 157

Mean SD

Self-Esteem 65.18 17.45

表3男 子の性役割4タ イプの自尊感情についての平均値 とSD値

Androgynous Masculine Feminlne Undifferentiated

N 57 14 64 11

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD

Self-Esteem 70.65 16.52 76.86 13.27 58.59 16.81 60.00 17.91

表2は 、男 子 の 自尊 感 情 に つ い て の 結 果 で あ るが 、男 子 全 体 の 平 均 値 は 、65.18で あ っ た 。

次 に 、男 子 に お け る 性 役 割4タ イ プ につ い て の 自尊 感 情 の 平 均 値 とSD値 を表 した もの が 、

表3で あ る 。 そ れ に よ る と、Androgynousタ イ プ 、Masculineタ イ プ の 平 均 値 は 、75.65、

76.86で あ り、 全 体 の 平 均 値65.18を 上 回 っ て い る 。 さ ら に得 点 は 、 高 い 方 か らMasculine

タ イ プ 、Androgynousタ イ プ 、Undifferentiatedタ イ プ 、Feminineタ イ プ の 順 で あ っ た 。 性

役 割4タ イ プ 問 の 自尊 感 情 に つ い てt検 定 に よ り検 討 した 結 果 が 、 表4に 示 され て い る。

Androgynousタ イ プ とFeminineタ イ プ 、Masculineタ イ プ とFeminineタ イ プ 、Androgynous

タ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ 、Masculineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ 問 に は 、 そ れ

ぞ れ 有 意 な 差 が 見 ら れ た が 、Androgynousタ イ プ とMasculineタ イ プ 、Feminineタ イ プ と

Undifferentiatedタ イ プ 間 に は 、 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。

② 女 子 に つ い て

表5は 、 女 子 の 自尊 感 情 の 平 均 値 とSD値 を示 した もの で あ る。 女 子 全 体 の 自 尊 感 情 に
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つ い て の 平 均 値 は 、62.45で あ っ た 。 表6は 、 女 子 の 性 役 割4タ イ プ の 自尊 感 情 に つ い て

の 平 均 値 とSD値 を表 した も の で あ る 。 表6に 示 した よ う に 、Androgynousタ イ プ の 平 均

値67.61とMasculineタ イ プ の 平 均 値74.31は 、 女 子 全 体 の 平 均 値 を上 回 っ て い る が 、Feml-

11ineタ イ プ で は58.26、Undifferentiatedタ イ プ で は55.00と 全 体 の 平 均 値 よ り低 か っ た 。 ま

た 、 平 均 値 は 、Masculineタ イ プ 、Androgynousタ イ プ、Feminineタ イ プ 、Undifferentl.

atedタ イ プ の 順 で あ っ た 。次 に 、性 役 割4タ イ プ 問 の 自尊 感 情 の 平 均 値 の 差 の 検 定 結 果 が 、

表7に 示 さ れ て い る 。 自尊 感 情 の 平 均 値 は 、Androgynousタ イ プ とFeminineタ イ プ 、Mas-

culineタ イ プ とFeminineタ イ プ 、Androgynousタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ 、Masculine

タ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ 問 で は 、 そ れ ぞ れ 前 者 が 有 意 に高 か っ た が 、Androgynous

タ イ プ とMasculineタ イ プ 、Feminineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ で は 差 は 認 め ら れ な

か っ た 。

表4男 子。性役割4タ イプそれぞれの自尊感情の

平均値の差の検定結果一
A-M 1.2881

A-U 3.9369 ***

M-F 3.7641 ***

A-F 1.9018 A

M-U 2.5917 *

F-u 0.2504

A=P<.1,*二P<.05,***=P〈,001

表5女 子の自尊感情の結果

Female

N ヱ14

Mean SD

Self-EsteemI62.45 16.01
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表6女 子の性役割4タ イプの自尊感情についての平均値とSD値

Androgynous Masculine Feminine Undifferentiated

N 41 9 39 19

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD

Self-Esteem 67.61 15.17 74.33 16.12 58.26 14.83 55.00 12.83

表7女 子。性役割4タ イプそれぞれの自尊感情の

平均値の差の検定結果

t

A-M 1.1661

A-F 2.7518 **

M-F 2.8222 **

A-U 3.0869 **

M-U 3.2940 **

F-U 0.8051

**=P〈,01

(2).充 実 感 につ い て

① 男 子 に つ い て

表8は 、男 子 の 充 実 感 につ い て の 平 均 値 とSD値 で あ る。男 子 全 体 の平 均 は 、96.05で あ っ

た 。 表9は 、 男 子 に お い て 性 役 割4タ イ プ そ れ ぞ れ の 充 実 感 に つ い て の 平 均 値 とSD値 で

あ る 。 こ の 表 か ら、 男 子 の 全 体 の 平 均 値 を 上 回 っ て い る も の は、Androgynousタ イ プ

105.98とMasculineタ イ プ96.93で あ っ た が 、 逆 にFeminineタ イ プ90.23、Undifferentiated

タ イ プ76.18で は 全 体 平 均 を 下 回 っ て い た 。 ま た 、 充 実 感 は 、Androgynousタ イ プ 、Mas・

culineタ イ プ 、Feminineタ イ プ 、Undifferentiatedタ イ プ の 順 に高 い 。

表8男 子の充実感の結果

Male

N 157

Mean SD

Fulfiliment.Sentiment 96.05 19.73
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OtemaeUniverSity

青年期における性役割形成 と生活感情との関連について

表9男 子の性役割4タ イプの充実感についての平均値とSD値

IA・d・ 。gy・ 。u・
l

Masculine Feminine Undifferentiated

N 57 14 64 11

M・a「「蕊 Mean SD Mean SD M,a。 旧「 蕊 「

Fulfillment,Sentiment 105.9816.66 96.93 19.22 90.23 18.57 76.18 19.82

次 に 、性 役 割4タ イ プ 問 の 充 実 感 に つ い て 比 較 検 討 した結 果 が 、 表10で あ る。 表10に 示

さ れ て い る よ う に 、 充 実 感 はAndrogynousタ イ プ とMasculineタ イ プ 、Androgynousタ イ プ

とFeminineタ イ プ 、Androgynousタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ 、Masculineタ イ プ とUn-

differentiatedタ イ プ 、Feminineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ で は 、 そ れ ぞ れ 前 者 が 有 意

に 高 い が 、Mascuhneタ イ プ とFeminineタ イ プ で は 、 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た 。

表10男 子。性役割4タ イプそれぞれの充実感の平

均値の差の検定結果

t

A-M 1.7402幽

A-F 4.8452***

MπE 1.1981

A-U 5.1801***

M-U 2.5344*

F-U 2.2638*

ム;P<.1,*;P<。05,***=P<.01

② 女 子 に つ い て

女 子 の 充 実 感 につ い て の 平 均 値 とSD値 を 示 した の が 、 表11で あ る 。 女 子114名 の 充 実

感 の 平 均 値 は 、98.46で あ っ た 。 表12は 、 性 役 割4タ イ プ の 充 実 感 に つ い て の 平 均 値 とS

D値 を 示 した もの で あ る 。 女 子 全 体 の 平 均 値(98.46)を 上 回 っ て い る の は 、Androgynous

タ イ プ とMasculineタ イ プ で あ っ た 。Feminineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ 、 は全 体 平

均 値 よ り低 か っ た 。 ま た 、Androgynousタ イ プ 、Masculineタ イ プ 、Feminineタ イ プ 、Un-

dlfferentiatedタ イ プ の 順 で あ っ た 。

表11女 子の充実感の結果

Male

N 刀4

Mean SD

Fulfillment-Sentimellt 98.46 20.53
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大手前女子学園(大 手前女短大研集)「研究集録」第10号(1990年)

表12女 子の性役割4タ イプの充実感についての平均値 とSD値

Androgynous Masculine Feminine Undifferentiated

N 41 9 39 19

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD

Fulfillment-Sentiment 108.63 17.00 100.00 16.99 96.00 19.53 85.32 19.68

表13女 子。性役割4タ イプそれぞれの充実感の平

均値の差の検定結果

t

A-M 1.3523

A-F 3.0519**

M-F 0.5550

A-U 4.6173***

M-U 1.8540▲

F-U 1.9165▲

▲=P<.1,**=P<.01,***=P< ,001

これ ら4タ イプ の充実 感 につ い てt検 定 を行 った結果 が 、表13で あ る。女 子 の充 実感 を

性 役 割4タ イ プ 間 で 比 較 す る と、Androgynousタ イ プ は、Feminineタ イ プ及 びUndiffer-

entiatedタ イ プ よ り有 意 に高 か った が 、Masculineタ イ プ とは 有意差 は見 られ な か った。 ま

た 、Undifferentiatedタ イ プ は、Masculineタ イ プ、Feminineタ イ プ よ り も有 意 に低 い傾 向

が見 られ たが 、Masculineタ イプ とFeminineタ イ プの 間 に は、 有意 差 は認 め られ なか った 。

(3).性 役割 と自尊感 情 との関連 につ いて

① 男 子 につ い て

表14は 、男 子大 学生 の性 役 割4タ イ プ問 にお け る 自尊 感情 尺 度 の項 目分 析結 果 で あ る。

Androgynousタ イ プ は、Masculineタ イ プ と比 較 す る と第1因 子 の項 目9・10・21・23

で有意 差 がみ られ、他 者 か らの評価 を気 に しない こ とが示 されて い る。 また、 第3因 子 の

項 目11・12・13・18で も有 意 差 が 認 め ら れ、 社 会 的 場 面 で の 不 安 は 低 い と言 え る。

Androgynousタ イプ とMasculineタ イ プ は、 第2因 子 及 び 第4因 子 で は 、差 は認 め られ な

か った。

9
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表14男 子における性役割4タ イプ間 についての 自尊感情尺度の項 目分析結果(X20rFisher直 接確 率)
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次 に、Androgynousタ イ プ とFeminineタ イ プにつ い て であ るが、 最 も顕 著 な差 は第2因

子 にみ られ 、 自己 の価値 観 につ いて は、Androgynousタ イプの 方 が 、有 意 に高 く評 価 す る

人 が多 か った。 また 、第3因 子 で は、項 目11・12・17に 差 がみ られ、他 人 との かか わ りで

不 安 をお ぼ えた り、 ミス を気 にす る人 が少 ない 。第4因 子 で は、項 目1・8に 差 が あ り、他

者 に対 す る劣 等 感 及 び能 力へ の 劣等 感 につ い て は、Androgynousタ イ プの方 がFemlnineタ

イ プ の人 よ りも多 くの 人 が感 じて い る。 第1因 子 につ い て は、 項 目2・3の みAndrogy-

nousタ イプの方 がFeminineタ イプ よ り、他者 の 評価 を気 にす る人 が多 か った。

Androgynousタ イ プ とUndifferentiatedタ イプで は、 自尊感 情 の4因 子 に殆 ど差 が み られ

ず 、僅 か に第2因 子 の項 目7と 第4因 子 の項 目8に の み有意 差 が み られ た にす ぎな い。

Mascuhneタ イ プ とFeminineタ イプ につ い て比 較 して み る と、 第1因 子 で は 、項 目10・

19・21・23に 差 が み られ 、第2因 子 で は、項 目7に 差 が み られ た。 第3因 子 の社 会 的場 面

に お け る不 安 に関 す る 因子 で は、項 目11・12・13・17・18に 差 が み られ、Masculineタ イ

プの方 がFeminineタ イ プ よ りも高 い不安 を示 した比率 が 大 きか った。 第4因 子 で は、項 目

1に のみ差 が み られ た。

Undifferentiatedタ イ プ とMasculineタ イプ で は、 第3因 子 の 項 目13に の み有 意 な差 が み

られ 、 また、 第2因 子 の項 目7、 第3因 子 の項 目16・18、 第4因 子 の項 目8に 有 意 な傾 向

が み られ た にす ぎな い。

Undifferentiatedタ イプ とFeminineタ イプで も、殆 ど有 意 な差 はみ られず 、 第1因 子 の項

目23、 第3因 子 の項 目12、 第4因 子 の項 目8に のみ有 意 な差 が示 され た。

② 女子 につ いて

表15に 女 子学 生 の性 役割4タ イプ 間 にお け る 自尊感 情 尺度 の項 目分析 結 果が 示 されて い

る。この表 か ら、女 子 で は性 役 割4タ イ プ間 に おい て 自尊 感情 の内容 に差 が み られ たの は 、

第1因 子 と第3因 子 にお いて のみ で あ り、第2因 子 、第4因 子 に は、差 が み られ なか った。

次 に各 タイ プ問 で比 較 して み る と、Androgynousタ イ プ とMasculineタ イ プで は、 第1因

子 の項 目10・19・23に 有意 差 がみ られた 。

Androgynousタ イ プ とFeminineタ イ プ問で は、第1因 子 の項 目22、 第3因 子 の項 目12・

13・16・18に 有 意 差 が あ り、 社 会 的 場 面 に お け る不 安 は、Androgynousタ イ プ の 方 が

Feminineタ イ プ よ り多 くの 人が感 じて い る。

Androgynousタ イ プ とUndifferentiatedタ イプ を比 べ る と、 第3因 子 の項 目11・12・16・

18に 有意 な差が あ り、Androgynousタ イ プの方 がUndifferentiatedタ イ プ よ り社 会 的場 面 で

の不安 を感 じる人の割 合 が高 い。

女 子 のMasculineタ イ プ とFeminineタ イプ に お い て は、 第1因 子 の項 目16・19・23に 差

が あ り、Masculineタ イプ の方 がFeminineタ イ プ よ り も他 者 の評 価 を気 にす る人 の比 率 が

高 い。 また、第3因 子 で は、項 目11・12・13に 差 が み られ た。
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表15女 子における性役割4タ イプ間 についての自尊感情尺度の項 目分析結果(X20rFisher直 接確率)
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Masculineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ を比 較 す る と、 第1因 子 の項 目10・19・23及

び第3因 子 の項 目11・12・13・18に 差が み られた。

Feminineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プで は、 第3因 子 の項 目18の み に差 が み られ た に

す ぎな い。

(5).性 役 割 と充実 感 との 関連 につ い て

① 男子 につ い て

表16は 、男 子 の性役 割4タ イプ問 に お け る充実 感 尺度 の項 目分析 結 果で あ る。 各 タイ プ

問で 比較 してみ る と、Androgynousタ イプ とMasculineタ イプで は、第1因 子 の項 目1・2、

第2因 子 の項 目32、 第4因 子 の項 目24で 有意 な差 が み られ、 第1因 子 の項 目18、 第2因 子

の項 目27、 第4因 子 の項 目22で は、 有意 な傾 向 がみ られ たの みで 、殆 ど差 が な か った。

次 に、Androgynousタ イ プ とFeminineタ イ プにつ いて み る と、最 も顕 著 な差 は、 第2因

子 にみ られ、 自己 の 目標 ・時 間 的展望 につ い て 、Androgynousタ イ プ の方 が有 意 に 高 く評

価 して い る。 また、 第4因 子 で は、項 目16・21・22・28に 有 意差 が み られた 。 第1因 子 で

は、項 目10・12、 第3因 子 で は項 目17・29に 差が み られ る。

Androgynousタ イプ とUndifferentiatedタ イ プで は、 第1因 子 の 項 目1に 傾 向が あ り、第

2因 子 の項 目5・15・20に 差 また は傾 向 が あ り、 第3因 子 の項 目17・31に 第4因 子 の項 目

21に 差 が み られ 、項 目28に 傾 向が あ っ た。

Masculineタ イプ とFeminineタ イ プ を比 較 して み る と、顕 著 なの は、 第2因 子 で 全項 目

につ いて差 が み られ、Masculineタ イ プ の方 が 目標 や時 間 的展 望 を高 く肯 定 して い る人 が

多 い 。第4因 子 の項 目16・21・24に も差 は み られ た。

Masculineタ イプ とUndifferentiatedタ イ プにつ い て は、第2因 子 の項 目4・5・15・20・

27・32に 差 が み られ 、第4因 子 の項 目16・21に も差 は み られ た。 しか し、 第1因 子 、第3

因子 で は、有 意差 は認 め られ な か った。

Feminineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プに は、殆 どの項 目にお いて差 は な く、僅 か に第

1因 子 の項 目3、 第3因 子 の 項 目31に 有意 な傾 向が み られ た にす ぎなか った 。

② 女 子 につ い て

女子 の性 役 割4タ イ プ問 にお け る充実感 尺 度 の項 目分 析結 果 を示 した のが 、表17で あ る。

まず 、Androgynousタ イプ とMasculineタ イプ を比 較 して み る と、 僅 か に第1因 子 の項

目2・6・18、 第2因 子 の項 目9、 第4因 子 の 項 目30に 差 が み られ た。 次 に、Androgy-

nousタ イ プ とFeminineタ イ プ をみ て み る と、第2因 子 が顕 著 で あ り、項 目4・5・9・15・

20・27で 差 がみ られ、 その他 、第1因 子 の項 目2・6、 第3因 子 の項 目23、 第4因 子 の項

目21・30に 差 が あ った。

タイ プ間で 一番 顕著 に差 が認 め られた のが 、Androgynousタ イ プ とUndifferentiatedタ イ

プで あ る。 全 因子 で顕 著 な差 がみ られ るが 、特 に第1因 子 、第2因 子 で は、 第1因 子 の項

13一
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表16男 子における性役割4タ イプ間にっいての充実感尺度の項 目分析結果(X20rFlsher直 接確率)
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ト
. 9 〉 , , P 櫛 幽 ,●
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6生 活に充実感で満ちた楽しさがある。 14 43 1 13
卜

11 53 1 10
辱
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1 】0私 には、 うちこめ る(夢 中 になれる、 没頭で きる)こ とが あ る。 40 17 7 7 31 33 5 6 *

距 , 巳 ・o

11毎 日、毎 日変化 のない単調 な 日々でつ まらない。

12私 は 、生 きが いのあ る生 活 を してい る。
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25日 頃、 「何 もやる気が しな い」 と感 じる。 22 35 6 8 23 4ユ 2 9 ☆ ☆ ☆
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8自 分の信念にもとずいて生きている。 3ユ 26 9 5 21 43 4 7 * ☆ * ☆ ☆
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9私 は独立心が強いと思う。 29 28 9 5 12 52 0 工1 *** 一 一 湘 一 *** _一__ 一_一 一
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H
15自 分 の生 き方は、 自分 で決 め るこ とがで きる。
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皿
17誰 も私を相手にしてくれないような気がする。

23今 の自分のままではいけないという焦りがある。
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30自 分の責任を果たすことに喜びを感じる。 37 20 8 6 37 27 0 11 留 騨一m 一 ～ 一 一 一 一 　 一

注)☆ はF1sherの 直接確率、… 一は検定不能項 目

1充 実感気分一退屈 ・空虚感因子n目 標 時間的展望一目標 ・時間的拡散の因子

羅 連帯一孤独因子W信 頼 ・時間的展望一不信 ・時間的展望拡散の因子

企==P<1,*==P<05,**諜P<◎1***繁P<001
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表17女 子 における性役割4タ イプ間 についての充 実感尺度の項 目分析結果(X20rFlsher直 接確率)

AND(41) MAS(9) FEM(39) UND(19)
A-M A-F A-U M-F M-U F-U

H L H L H L H L

1毎 日の生活 がお もしろ くな い。 24 14 4 5 19 20 5 14 ☆ *
口 9 ■ , , ● ■ , レ , o■

2毎 日の生活にはりがある。 23 18 2 7 14 25 4 15 ▲ ☆ ▲ *☆ ☆ ☆■ , , 脚 , , , ●
, , o●

3毎 日の生活に退屈している。 23 18 4 5 19 20 4 15 ☆ *☆ ☆ *☆
, ● ◎ b 幽 ■ ) , o 臣 , , ■ ●

6生 活に充実感で満ちた楽しさがある。 21
膨

20
0

1
,

8 12
,

27
齢

2
画○

17
■

*☆
■

▲ **☆
臣 ,

☆
,

▲ ☆
,■

1 10私 には、 うち こめる(夢 中 になれ る、没頭 で きる)こ とが あ る。 25 16 4 5 18 21 6 13 ☆ *☆ ☆幽 ■ 騨 脚 幽 ● , ■
, 巨 o

11毎 日、毎 日変化 のない単 調 な 日々で つ ま らな い。 19 22 4 5 17 22 3 16 ☆ **☆ ☆ *☆
, ■ , 脚 , , o o 顧 , 圏 帽

12私 は、生 きがい のある生 活 を して いる。 14 27 1 8 10 29 2 17 ☆ *☆ ☆ ☆
P ● , 脚 , , ■ 9 画 ,■

18生 きてい る実感 があ り、 生 きる喜 び を感 じる。 18 23 1 8 ユ4 25 2 17 ▲ ☆ **☆ ☆ ☆
o , ) , 臣 o , 騨 隔 し ・

25日 頃 、「何 もやる気が しない」 と感 じる。 18 23 4 5 13 26 6 13 ☆ ☆
4何 をすべ きか とい うこ とが、 自分で もよ くわか らな い。 23 18 3 6 14 25 5 14 ☆ ▲ * ☆圏 ● ● P 膨 ● ■ , 脚 , 騨 ,弓

5私 は、精神 的 に自立 してい る と思う。 18 23 5 4 4 35 0 19 ☆***☆ 一 一 一 腎 **☆ 一 一 一 一 層 響 層 一

● o F 卜
, 1 ● , レ 幽 臣 ,4

8自 分の信念にもとずいて生きている。 20 21 6 3 12 27 2 17 ☆ **☆ ▲ ☆ **☆ ▲ ☆
, , ● h 幽 脚 ◎ o , P ■ ■

9私 は独立心が強いと思う。 17 24 7 2 5 34 4 15 ▲ ☆ ** ☆***☆ **☆ ☆o , , 幽 卜 ● ● , レ , ,¶

14自 分の生き方に自信がある。 15 26 3 6 9 30 0 19 ☆ 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一

H
15自 分 の生 き方 は、 自分 で 決め るこ とがで きる。

脚

34

■

7

,

7

脚

2

,

25

,

14 8

●

11

,

☆
隆

▲
幽

**
,

▲ ☆
,●

● 9 レ 臣 脚 9 ● L ,嘲

19私 は、主体 的に生 きてい る と思 う。 23 18 4 5 16 23 3 16 ☆ **☆ ☆ *☆
1 , ■ , ,

, 騨 h o■

20生 きていく上で自分の決めたことに責任が持てる。 30 11 5 4 21 18 4 15 ☆ ▲ ***☆ ▲ ☆ *☆
, ● , 臣 1 , ● , , ● ●

27い さ とな る ととう して も人 を頼 って しまう。 19 22 2 7 3 36 2 17 ☆***☆ **☆ ☆ ☆
◆ ● ○ ) 脚 圏 , , 幽 臣 脚 F 騨 ■

32自 分の生き方を考えるとき、人の意見に左右されやすい。 16 25 5 4 9 30 4 15 ☆ ☆ ▲ ☆ ☆

7私 ひとりが取り残されているようで寂しい。 26 15 6 3 19 20 5 14 ☆ ** ▲ ☆
幽 ● ■ h , ■ , , , ■ ●

13自 分の理想とかけ離れた今の生き方に佳燥感を感じる。 14 27 3 6 11 28 6 13 ☆ ☆, o ■ 卜 脚 ● o , 幽 顧 ■

皿
17誰 も私を相手にしてくれないような気がする。

23今 の自分のままではいけないという佳りがある。

27
,

9

14
,

32

7
■

3

2
幽

6

20

3

19
,

36

6
h

2

13
●

17

☆
■

☆ ▲ ☆

*
騨

☆
,

▲ ☆

▲ ☆
脚

☆
,■

☆國 ■ , 幽
, 膨 o ● , P レ

,,

29自 分 が情け な くい やにな る。 11 30 5 4 6 33 0 19 ☆ 一 一 一 一 *☆ 　 一 一 一 一 一 一 一

P ■ , , , 陰 ◎ ,
, 印 ,

31私 をわか って くれ る人が いない と 思う。 28 13 4 5 22 17 8 11 ☆ ▲ ☆
16私 には、生 きてい く上 でめ さす 目標 が ある。 23 18 3 6 22 17 7 12 ☆ ☆

, ● , , 隔 ,
, ■ 1 , 騨 ●

21私 には、毎日の生活の中で何かへの使命感がある。 17 24 0 9 4 35 3 16 一 幽 一 一 **☆ *☆ 一 幽 一 一 一 一 一 一

☆, 曹 , 脚 陰 臣 ■ ■ , 脚 , 唖 ●

22私 には、未来 に明 るい希望 があ る。 16 25 3 6 13 26 3 16 ☆ ▲ ☆ ☆ ☆臣 , , 卜 , , ● ● 脚 , , ●,

w 24生 まれて きて良か った と思 う。 27 14 7 2 26 13 11 8 ☆ ☆幽 ■ ◎ ● P , , ● , ■ , , ,■

26私 は、「人間 はひ とりひと り責任 あ る存在 だ」 と思 う。 32 9 8 1 25 14 14 5 ☆ ☆
, o 幽 睡' P , h

, , ,●

28私 は、価 値 のあ る生活 をしてい ると 思う。 10 31 3 6 7 32 2 17 ☆ ☆ ☆ ☆■ 齢 幽 , 幽 , P , 脚 ■

30自 分の責任を果たすことに喜びを感じる。 31 10 3 6 22 17 8 11 *☆ ▲ * ▲ ☆ ☆

注)☆ はFlsherの 直接確率、一一一は検定不能項 目

1充 実感気分一退屈 ・空虚感因子H目 標 ・時間的展望一目標 ・時間的拡散の因子

皿 連帯一孤独因子W信 頼 ・時間的展望一不信 時間的展望拡散の因子

▲=P〈1*=P<05**=P<01***=P<001
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目25、 第2因 子 の項 目5・9・14・32を 除 く項 目で 有意 な差 が み られ、Androgynousタ イ

プ に充 実 感 を感 じ目標 を持 って い る人が 多 い とい え る。 他 に第3因 子 の項 目7・17・31、

第4因 子 の項 目21・22・30に も差 が あ った。

Masculineタ イ プ とFeminineタ イ プに お い て は、 第2因 子 の項 目5・8・9に 有意 差 が

み られ、 第3因 子 の項 目23・29、 第4因 子 の項 目30で も差 が あ った。

Masculineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プで は 、第2因 子 に顕 著 な差 が み られ、Mascu-

lineタ イプの 方 が 、 目標 を持 ち、 時 間的展 望 を行 え る人 が 多い とい える。

Feminineタ イプ とUndifferentiatedタ イ プにお い て は、第1因 子 の項 目3・6・11に 差が

み られ、 第2因 子 の項 目8・19・20に 差 が み られ た。

6.考 察

く1).自 尊感 情 につ いて

男女 大 学生 の 自尊 感情 の平均 値 につ いて 、遠藤 が 行 った結 果 と本研 究 の結果 が表18に 示

され て い る。遠 藤 の結 果 と比較 して み る と、本研 究 で は男女 と もに遠 藤 の結果 を僅 か に下

回 るが 、同等 の結 果 を得 た。次 に、性 役 割 同一性 の4タ イ プにつ い ての 自尊感 情 の平 均値

を比べ てみ る と、男女 ともにAndrogynousタ イプ、Masculineタ イ プが全 体 平均 値 を上 回 り、

逆 にFeminineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プが 下 回 って い る。 特 に、 男 女 と もにMascu・

lineタ イ プの平 均 値 が 、一 番 高 い こ とが示 され て い る。 また、男 女 各 タイ プ問 の 自尊 感情

の 平均 値 につ いて の検 定結 果(表4・7)か ら、Androgynousタ イ プ ・Masculineタ イ プ問、

Feminineタ イ プ ・URdifferentiatedタ イ プ 問で は、 有意 差 はみ られ ず 、Androgynousタ イプ

及 びMasculineタ イ プ とFeminineタ イ プ ・Undifferentiatedタ イ プ との間 に差 が認 め られ た。

表18遠 藤の 自尊感情 との平均値 とSD

値の比較

遠 藤1 本 研 究

男 子
n=18

66.1(9.9)

n=157

65.18(17.45)

女 子
n謹25

65.2(10.4)

n雲114

62.45(16.01)

計
n=43

65.6(10.2)

n=271

63.81(16.73)

自 尊 感 情 と の 関 連 か ら性 役 割 同 一 性 を み る と、Androgynousタ イ プ ・Masculineタ イ プ

群 とFeminineタ イ プ ・Undifferentiatedタ イ プ 群 に 分 け る こ とが で き る 。Androgynousタ イ

プ ・Masculineタ イ プ は 、 と も に 高 男 性 性 ス コ ア群 で あ り、Feminineタ イ プ ・Undifferenti-

atedタ イ プ は 、 低 男 性 性 ス コ ア 群 で あ る こ と か ら推 察 す れ ば 、 男 性 性 が 自尊 感 情 に 関 わ り

を 持 っ て お り、 男 性 性 が 高 い程 よ り 肯定 的 自尊 感 晴 を持 つ の で は な い か と考 え られ る 。
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次 に、性 役 割4タ イ プ と自尊感 情4因 子 につ い て、項 目分析 を,した結 果(表14・15)か

ら考 えて み る と、男 子 で は、有 意差 の み られ た項 目が 、全 ての 因子 に渡 って い たの に対 し、

女子 で 有意 差 の み られ た項 目は、 第1因 子 と第3因 子 に属 す る項 目だ けで あ った。 す なわ

ち、男 子 の場 合 、「自己 の価 値 観」(第2因 子)、 「劣 等 感」(第4因 子)に 関 す る もの 、換

言 す れ ば、 自己 の評価 に 関す る もの が 自尊 感情 を左 右 し、女 子 の場 合 で は、 「他 者 か らの

評価 を気 にす る程度 」(第1因 子)、 「社 会 的場面 にお け る不 安 」(第3因 子)に 関 す る もの、

つ ま り、 自己 よ りも他者 の評価 に左 右 され る ものが 、大 き く関 わ って い る と考 え られ る。

Bakan1')は 、男 女 は生 命 の持つ 基 本 的 な2つ の機 能 を分 有 し、そ れ は、生命 の 自己保持 ・

分 離 ・統御 とい った特性 を もつ 「作 動 性(agency)」 と他 者 と共 にあ るこ と、他 者 との接 触

や協 力 とい った特 性 を もつ 「共 同性(communion)」 があ る と指摘 し、 また 、男性 は よ り作

動 的で 、女性 は よ り共 同的 で あ る と指摘 した。

本 研 究 で 得 られ た 、 自尊 感情 と性 役 割 同一 性 との 関係 に お け る男 女 の 違 い は、上 述 の

Bakanの 考 え方 を支持 で きる もの とい え る。

(2).充 実 感 につ いて

次 に、充 実 感 につ いて考 えて み る。本研 究 での 充実 感 の ス コア は、32か ら160の 間 に入 り、

全 体 の平均 値 が 、男 子で は96.05、 女 子 で は98.46で あ り、比較 して み る と女 子 の方 が 、や

や上 回 って い た。性役 割 同 一性4タ イプ につ いて 、充実 感 の平 均値 を比べ てみ る と、男 女

と も にAndrogynousタ イ プ、Masculineタ イ プ、Feminineタ イ プ、Undifferentlatedタ イ プ

の順 で あ り、Androgynousタ イ プ とMasculineタ イ プ は、 全体 の平 均 値 を上 回 っ て い た。

また、4タ イ プ 問の充 実感 の平均 値 の差 の検 定結 果(表10・13)か ら、男 子 で はMasculine

タイ プ とFeminineタ イプ問 に のみ差 が み られず 、女 子 で は、Androgynousタ イプ とMascu-

lineタ イプ、Masculineタ イプ とFeminineタ イ プ問 に差 が認 め られ なか った。

す な わ ち、充 実 感 との関 連 か ら、性 役 割 同 一性 をみ る と、 男 子 にお い て は、Androgy-

nousタ イ プ、Masculine・Feminineタ イプ 、Undifferentiatedタ イ プ の3群 に分 け られ、 女

子 に お い て は、Androgynous・Masculine・Feminineタ イ プ とUndifferentiatedタ イ プ に 分

け られ る。 この こ とか ら考 え られ る こ とは、 よ り高 い充 実 感 を感 じる には、 寄 り高 い性 役

割 同 一性 を得 る こ とに関 わ りが あ るので はない だ ろ うか。

次 に、性 役 割4タ イ プにつ い て 、充実 感4因 子 の項 目分析 を した 結果(表16・17>、 男

子 で有 意 差 の み られた項 目は、4因 子 に属 して い る。特 に、 第2因 子 、 第4因 子 に属 す る

もの が、 顕著 に多か った。女 子 で有 意差 の み られ た項 目は、4因 子 の殆 どの項 目で み られ

た。 これ らの こ とか ら、充実 感 をみ る と、男子 で はAndrogynousタ イ プ とFeminineタ イ プ、

Masculineタ イプ とFeminineタ イ プの 第2因 子 に大 きな差 が み られ た。 全 体 のt検 定 結 果

と合 わせ て 考 え る と、男 性性 ス コア の高 低 が充 実感 、特 に 「目標 ・時 間的展 望」 の違 い に

関連 して い る とい え よう。 女 子 につ い て、4因 子 にわ た るAndrogynousタ イプ とUndiffer一
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entiatedタ イ プ で は 、 充 実 感 の 内 容 に 明 確 な 違 い が 説 明 で き る が 、Mascu}ineタ イ プ 、Un・

differentiatedタ イ プ で は 、 言 及 さ れ る 程 の 特 徴 は 、 み られ な か っ た 。

7。 結 論

青 年期 の性役 割 形成 と生 活感情 との 関連 につ いて考 えて きた が、 明ち か に指摘 で きる こ

とは 、男子 と女 子 で は、 そ の違 い の 内容 につ いて は異 な.ってい るが 、Androgynousタ イ プ

とUn4ifferentiate4タ イプで は男 女 と も自尊 感 情 ・充 実 感 に違 いが み られ る。 .この事 か ら

考 え る と、肯定 的 な 自尊 感情 、 高 い充実 感 を得 るに は、男 女 と もに 「男性 性 役割 」 を獲得

す る とい うこ と と、 かか わ りを持 って い るので はな いだ ろ うか。

つ ま り、青 年 期 にお いて性 役割 同一性 を獲 得 して い くこ とは 、 自尊 感情 、充実 感 を獲得

して い くこ とにつ なが り、 その こ とが青 年期 の 人格 形成 に大 きな影響 を与 え るので は ない

だ ろ うか。
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